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～唐古・鍵遺跡と清水鳳遺跡の土器絵画～
Karako－kagi Shimizukaze



1、矢が刺さった鹿
やな

2．魚と簗？
たて　か　　　ちょうそう

3．盾と覚をもつ鳥装のシャーマン

矢は鹿の背中から突き刺さり、斜格文を充填した体　　左側の魚には、重複するように下絵の魚が消されずに残ってい　　　右手に支、左手には盾をもち、頭には放射状の義り崩を付

内に達しています。木の葉状の級まで表現されています。　ます。また、魚の下側には柵状の表現をもつ重？が描かれています。　けた人が描かれています。

6．全体の構図がわかる絵画土器（清水風遺跡第2次）

「酒壷」と考えられる複合口線量に並列的に1～5の

絵画が描かれています。1～3と4・5の絵画の間には空

自があり、2つの場面構成が考えられます。

1」＿盾と式をもつシャーマン・舶牒・魚
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4．盾と覚をもつ鳥装のシャーマン

左側人物と同様に盾と覚を持つ人物ですが、頭の被り物は矢
ばねじよう

羽状で、右向きに大きく描かれています。

5．大型建物

切妻屋根で渦巻き状の棟飾りをもつ、柱間9間の大型建

物でしょう。

8．銅鐸形土製晶に描かれた
武器をもつ人物（唐古・鍵遺跡第44次）

も

銅鐸を模したミニチュアの土製晶の鐸身

に武器？をもつ人物が斜めに描かれています。
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之一　てプリ 宕－＿一‾溢血離 竃・製蛙鯵

絵画は、単独で描かれることもありますが、複数の画題で構成されるものもあります。大半の絵画土器は、割れて出

土しているため全体がわかるものは少ないのですが、唐古・鍵遺跡や清水風遺跡では複数の絵画で構成された良好

なものがあり、マツリの内容を読み解く鍵になっています。

当耐を挙げるシャーマン・建物

11．両手を挙げる鳥装のシャーマン（清水風追跡第1次／奈良県立橿原考古学研究所）

13．両手を挙げる人物
（唐古・鍵遺跡採集品／
天理大学附属天理参考館）

16．建物と人物（清水風遺跡第2次）

12．再現された両手を挙げる
烏装のシャーマン模型

（唐古・鍵考古学ミュージアム）

15．両手を挙げる人物
（唐古・鍵遺跡第91次）

17．高床建物に昇る2人の人物（唐古・鍵遺跡第1次／京都大学総合博物館）
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・・∴ 〕追跡の、一．、＿　一一」点数は全国一－

弥生時代の絵画土器は、全国で600点以上出土していると思われますが、中でも唐古・鍵遺跡では350点以上、

清水風遺跡では50点ほどの絵画土器が出土しています。この2つの遺跡から出土した絵画土器は、全国の弥生遺跡

のなかで突出しています。2000年前の唐古・鍵や清水風のムラでは、盛んにマツリがおこなわれていたのでしょう。

ろうかく

18．鳥がとまる楼閣（清水風追跡第2次）

棟上に鳥が描かれており、棟が小さいこと

から楼閣と推定されます。また、この表現から

唐古・鍵追跡の楼閣（19）の下層屋根の3つ

の波線は、鳥の省略と推定されます。

◎

19．楼閣と大型建物（唐古・鍵遺跡第47・77次）

唐古・鍵遺跡のシンボル的存在を示す絵画土器です。3片の
土器片が見つかっており、楼閣と寄棟づくりの大型建物が描かれ

5I

建物・鹿・鋸歯文

20．大きな渦巻き飾りをもつ楼閣
（唐音・鍵遺跡第81次）

こうろう

21．高楼（清水風連跡第2次）

24．寄棟の高床建物（唐古・鍵追跡第33次）

26．切妻の高床建物と廉
く唐音・鍵追跡第73次）

25．寄棟の高床建物（唐古・鍵遺跡第76次）

パ巌＼ノ
27．銀歯文と鹿（唐古・鍵遺跡第63次）

壷蓋の内面に描かれたもので、本来は見えない絵画です。26のように建物と鹿を並列的に措く

パターンが多くあることから、ここに描かれた鋸歯文は建物が置き換わったものと考えられます。
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が崗曲

絵画土器の画題には、建物・船・人物・鹿・鳥・スッポン・魚・カエルなどがあります。これらは弥生時代にあったものや動物

が対象となっていますが、当時あったものすべてが描かれているのではなく、信仰の対象となっているものだけが描かれ

たようです。これらの画題は、日本各地の弥生遺跡から出土する絵画土器と共通しており、稲作とともに伝わった農耕
ぎれい

儀礼の存在がうかがえます。
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がた二さん作られ

弥生土器の絵画は、弥生時代前期末頃から出現しますが、大半は中期後半（約二千年前）のものです。この時期

の絵画は、シンプルな線刻で対象となった建物や動物の特徴を的確に表現しており、線刻画としては完成されたもので

しょう。

41．群れをなす鹿（唐音・鍵遺跡第50次）

唐古・鍵遺跡の絵画の中では、最も古いものです。

＿里L竺まざまな表現の鹿

43．脚先表現のある鹿（唐古・鍵遺跡採集品）
ぐうているい

脚先が二股に分かれた表現は、偶蹄類の鹿を

よく観察しています。

46．鹿（唐古・鍵遺跡第61次）

唐古・鍵遺跡で描かれる鹿の表現としては最もポピュラー

なものです。

．－．－．．　．．．

47．器台に描かれた鹿
（唐古・鍵遺跡第23次）

半月形の胴部をもつ鹿は、唐

古・鍵遺跡では数少ない鹿の表

現です。46のような鹿表現より

古い表現と考えられます。

しっぽ

45．尻尾表現のある鹿
（清水風遺跡第1次／奈良県立橿原考古学研究所）

左側の鹿のお尻には、小さな四角形の表現があり、

尻尾を表現しているようです。2頭の鹿の後ろには横線

が8本描かれ、逃げようとしている鹿に矢が飛んできて

いるようです。

ちせつ

48．稚拙な表現の鹿（唐古・鍵遺跡第76次）

絵画の表現力は、弥生時代後期になると退化し、48～51

の鹿にみるように角の表現からかろうじてわかる程度です。

51．長頸壷に描かれた鹿
（唐古・鍵遺跡第91次）

鹿の絵画は抽象化が進み、

記号風になっています。
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絵画土器のなかには、下絵のあるものや下絵と全く別の絵が描かれたもの、絵画の線刻が大変細く第三者には見え
ごこく

づらいもの、また、土器製作途中に措かれ、絵画の一部が消えてしまったもの、焼成後に描かれたもの（後刻）がありま

す0このように絵画を描く行為はたいへん複雑です。絵画を通して弥生時代の人のメッセージを受け取ることは、簡単

ではありません。

53．見えない絵画（清水風遺跡第2次）

非常に細い工具で描かれた絵画で、

ほとんど見えません。魚（b）や建物（C）、

鹿（d）が措かれています。

聖し聖空聖人物・鋤・鹿・鳥・魚

55．描き直された絵画（唐音・鍵遺跡第63次）

鹿の角部分が深く鋭い線刻として残っていますが、その両側には船首に立

ち両手を拡げた人物（a）と建物（b）の線刻が細くわずかに残っています。

56．土器焼成後に描かれた鹿（唐古・鍵遺跡第23次）

大半の絵画は、土器作りの途中や最終段階に描いていますが、焼成後に

石器のような工具で刻んでいるものもあります。

57．土器焼成後に描かれた魚（唐古・鍵遺跡第48次）

壷胴部中央に上向きの魚が刻まれています。
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62．文様となった龍（唐古・鍵遺跡第74次）

61．龍から変形した文様（唐古・鍵遺跡第91次）

◎協力機関（原品所蔵者）

京都大学総合博物館（17・39・42・52）
奈良県立橿原考古学研究所（11・40・45）
天理大学附属天理参考飴（13・14）

◎写真撮影

亀村俊二・佐藤右文
●上記機関所蔵品以外は、田原本町教育委員会所蔵

田原本の遺跡4　弥生の絵画
～唐古・鍵遺跡と清水風遺跡の土器絵画”
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